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技術概要

本発明のNi-Ti合金は、特定濃度の硝酸又は硝酸塩の含水溶液中でNi-Ti
合金を陽極酸化することで、Niを実質的に含まない表層を有するNi-Ti合
金を製造することができます。0.03M～0.3Mの硝酸水溶液を用いると、
得られたNi-Ti合金は、金属表面からの深さが50nmでもNi原子密度が
10%を下回ることがわかりました。また、金属表面における酸素の原子
密度が半分になる深さ（膜厚）は0.1Mの硝酸水溶液中の陽極酸化で最大
となることがわかりました。

生活用具や医療用具のような人体との
接触が想定されるものへの応用に向け
て、Niの溶出による不具合を引き起こ
すおそれの少ないNi-Ti合金と、その製
造方法を提供するものです。

発明の目的

Niを実質的に含まない表層を有する、
Ni-Ti合金を製造することができます。
このNi-Ti合金は、超弾性を保持しつつ、
人体等に対してより安全な金属材料と
なり得ます。また、 本発明のNi-Ti合金
は、室温に近い低温で陽極酸化処理を
行うことで製造可能です。

効果

図面
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